
授業計画書の作成・公表に係る取組の概要 

 

常磐会短期大学では、授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基準そ

の他の事項を記載した授業計画(シラバス)を以下の要領で作成し、公表しています。 

 

【授業計画（シラバス）の作成過程】 

〇本学の授業計画（シラバス）は、全科目において共通して下記の項目を記載しており、近年の教学改 

革において公表が求められている項目を網羅している。 

科目番号、授業科目名、単位数、担当教員名、担当形態、科目（卒業・幼稚園教諭二種免許状・保育

士資格の各カリキュラムにおける区分）、施行規則に定める科目区分又は事項等、年次、授業形態方法、

（卒業・幼稚園教諭二種免許状・保育士資格における）必修・選択必修・選択の別、アクティブラー

ニングの有無、授業内容、到達目標、担当教員の実務経験と授業の関連（該当科目のみ）、準備学習、

教科書、参考書／資料、評価方法、特記事項、授業計画……回数・項目・テーマ・学習内容・学習課

題（予習／復習）の内容と時間・定期試験実施の有無。 

○本学の授業計画（シラバス）の作成過程は、下記の流れで実施している。 

①前年度 12月：次年度の科目担当教員へ書面およびデータを配付して作成依頼。 

配付書面（データ）は次の通りである。 

１）「授業概要作成要領」 

項目毎の記入方法の詳細説明、ディプロマ・ポリシー、本学学生の現状と保育者養成校に求

められる課題について、シラバス作成・授業展開にあたってご検討いただきたいこと、等を

含む。 

２）別添「教科目の教授内容」 

当該科目の免許・資格に関わる位置づけに基づき、教職課程コアカリキュラムおよび保育士

養成課程で示された教授内容を記載。 

３）「【参考用】現行のシラバス」 

４）「ポータルサイトで内容を入力」 

授業計画（シラバス）の作成にあたって、教職課程に関わる科目については、教職課程コア

カリキュラムの内容と本学のディプロマ・ポリシーを踏まえた作成を、保育士資格関連科目

については、保育士養成課程に示された内容を踏まえた作成を依頼している。 

また、「到達目標」の記述は、学習者の視点から、○○について「理解する」「説明できる」

「論理的に述べることができる」「類別できる」「指摘できる」「関心を持つ」「主体的に考え

ることができる」など、行動目標を中心として記述するよう求めている。 

②前年度 1月：次年度の科目担当教員が授業計画（シラバス）を提出、内容のチェック。 

教務部教員の分担と教学課職員により、全ての授業計画（シラバス）をポータルサイトにて登録、

内容のチェック。必要があれば科目担当教員へ修正を依頼する。 

③前年度 3月：完成した全科目の授業計画（シラバス）をポータルサイトにて公開。 

 

 



【授業計画の作成・公表時期】 

○本学の授業計画（シラバス）の作成・公表の時期は下記の通りである。 

作成時期 

前年度 12月（作成依頼）～3月（ポータルサイトで公表） 

公表時期 

専任教員：前年度 3月下旬 

兼任教員：前年度 3月下旬 

新入生（1回生）：当該年度 4月 

在学生（新 2回生）：前年度 3月下旬 

学外向けウエブサイト：当該年度 4月 
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